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■石油部門が回復、非石油部門も伸長
2018年のサウジアラビア経済は、米国の対イラン政策

の変化（5月の核合意からの離脱表明、8月の対イラン経
済制裁再発動）など、国際情勢のさまざまな動きを受け
て油価が上昇したことで、同国経済の主軸である石油部
門の実質GDP成長が2.9％となり、前年のマイナス成長
から回復を見せた。非石油部門の伸びもあり、全体で
2.2％の成長率となった。成長率を分野別にみると、石油
部門が2.9％、非石油部門が2.1％、政府部門が2.8％、民
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る日本企業の進出事例の先駆けとなった。
2019年に入ると、3月にキヤノンがオフィス向け事務

機器の販売を手掛ける現地法人キヤノン・サウジアラビ
アを設立した他、大阪市のエム・エム・コーポレーショ
ンが同月、日本で加工・縫製したサウジアラビア男性用
の伝統的民族衣装の販売を手掛けるエム・エム・アラビ


